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いちき串木野市役所について（１）

・いちき串木野市役所では、現在約550名の職員が働いています

・一般職員・・・・・・・・・・・・約310名
・会計年度任用職員・・・・約240名

・市の職員の仕事は大きく分けて３種類

一般事務
・窓口での住民相談や対応のほか、施策立案や予算編成など

専門職（保健師や技師など）
・保健指導や健康管理、道路や公園の整備、自然災害時の復旧など

消防職
・火災や災害時の救助や消火活動のほか、防火指導や救急対応など
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いちき串木野市役所について（２）

・いちき串木野市役所は、２つの庁舎、26の課（かい）で構成されています

【１階】
・市民生活課 ・健康増進課 ・税務課 ・福祉課 ・子どもみらい課 ・会計課 ・まちづくり防災課

【１階】
・農政課 ・農業委員会事務局 ・選挙管理委員会事務局 ・監査事務局

【３階】
・議会事務局

【２階】
・企画政策課 ・総務課 ・財政課 ・シティセールス課 ・長寿介護課 ・水産商工課 ・産業立地課

【２階】
・都市建設課 ・上下水道課

【３階】
・教育総務課 ・学校教育課 ・社会教育課 ・市民スポーツ課
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市役所での仕事

いちき串木野市には課題が沢山あります。

⇒まちの「強み」や「魅力」を伸ばし、住みやすいまちを創ります。 4

・少子高齢化や人口減少
・地域コミュニティの維持
・既存インフラ（道路や水道など）
の老朽化

…など

課題や市民の不安 市役所の仕事

これらの課題や不安を
解決するために、
職員が一丸となり、
未来のためのまちづくり
を進めています。



どんな人がいちき串木野市の職員になれるか？

公務員として必要なもの
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◇礼儀正しさ
◇責任感
◇協調性
◇法令遵守 など

◇市民の期待や不安に
応え、頼りになる
◇市民と共に考え、共に
行動し、前進する
◇これからのまちづくり
のため、創造・改革に
挑戦する

⇒人物重視の採用試験を行っています

＋



いちき串木野市の職員になるには？

・職員採用試験を受験して、合格しなければなりません

【例：令和７年４月の職員採用試験】
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これまでの応募・採用状況

・過去３年（令和６年～７年）の応募・採用状況は下記のとおり
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令和５年度 令和６年度 令和７年度

応募者数 採用者数 応募者数 採用者数 応募者数 採用者数

一般事務 101 10
(うち高校生1)

190 16
(うち高校生2)

101 11

専門職
（保健師や技師など） 26 6 7 1 15 4

消 防 38 6
(うち高校生4)

36 7
(うち高校生5)

73 5
(うち高校生1)



市役所での勤務（１）

勤務時間
・原則として、月曜から金曜の8時30分～17時15分（休憩あり）
※窓口受付時間は、９時～16時30分

休暇
・週休２日（土日祝）のほか、年末年始休暇（12/29～1/3）があります
・その他にも下記の休暇制度があり、ワークライフバランスの両立に
つながっています。
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年次休暇 年間で20日以内

夏季特別休暇 ７～10月の間で３日以内

結婚休暇 連続５日以内

産前産後休暇 産前８週以内・産後８週

男性職員の育児休業 ３歳未満の子が対象

子の看護のための休暇 年間で５日以内

年次休暇の取得状
況（令和６年度）

男性の育児休業取得
状況（令和６年度）

平均12.6日取得 66.7％が取得



市役所での勤務（２）

初任給（※令和８年４月時点）
[大学卒]225,600円 [短大卒]213,100円 [高校卒]200,300円

※一般行政職の標準的なものであり、学歴や職歴などにより加算があります

・勤務実績などに応じて、毎年１月に昇給があります

諸手当
・扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外手当などがあります
・ボーナス（期末・勤勉手当）は年間で4.65月分（６月と12月に支給）

福利厚生
・定期健康診断や全国各地の宿泊施設利用補助などがあります
・職員互助のための厚生会や、親睦のための部活動があります。
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市役所で働く先輩たちからのメッセージ

・自分が携わる業務は、市の発展に関係していると実感でき、
日々やりがいを感じられます。

・自分の持っている考えやスキルを伸ばし、発揮できる場所です。
職員を目指そうか迷っている方も
ぜひ一歩踏み出してみてください！！

・いちき串木野市のために
楽しさあふれる住みやすい地域づくりを
一緒に目指しませんか？
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